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An Empirical Study of a Communication Model on School Consultation


























































































































































































































































度数 127 68 21
期待度数 54.3 77.9 83.8
割合（%） 58.8 31.5 9.7
調整済み残差 13.9 ─1.7 ─10.7
見立てを共有する
度数 32 90 42
期待度数 41.3 59.1 63.6
割合（%） 19.5 54.9 25.6
調整済み残差 ─1.9 5.8 ─4.0
方針を共有する
度数 5 77 190
期待度数 68.4 98.0 105.5
割合（%） 1.8 28.3 69.9



































度数 83 82 51
期待度数 85.1 63.6 67.3
割合（%） 38.4 38.0 23.6
調整済み残差 ─0.4 3.4 ─2.9
見立てを共有する
度数 61 43 60
期待度数 64.6 48.3 51.1
割合（%） 37.2 26.2 36.6
調整済み残差 ─0.7 ─1.0 1.7
方針を共有する
度数 113 67 92
期待度数 107.2 80.1 84.7
割合（%） 41.5 24.6 33.8
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